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【資料４】対外情報発信について 

 

１．前回・電話会議会合（4/27 日）以降の取り組み 

 

金融庁・ 

日本銀行 
・5/19 日、第 2回「LIBOR 利用状況調査 結果概要」1を公表。 

セミナー・  

講演等 

・6/8 日に開催された、NIKKEI Financial オンラインセミナーに

おいて、日本銀行 雨宮副総裁が講演2。 

・6/9 日～10 日に開催された、ISDA フォーラムにおいて、正副議

長をはじめとして、本委員会関係者が多数登壇。 

・8/5 日に開催された、統計数理研究所「金融シンポジウム」に

おいて、金融庁 堀本監督局審議官3、日本銀行 大谷市場局長ほ

かが講演。 

ISDA 

・6/11 日、ICE Swap Rate(ISR)のフォールバック条項に関する市

中協議4を公表。 

・7/23 日、ISR のフォールバック条項に関する市中協議結果5を公

表。 

FSB 

・6/2 日、以下の文書を公表。 

 LIBOR のグローバルな移行に関するロードマップ6 

 金利指標改革：オーバーナイト物リスク・フリー・レート

及びターム物レート7 

 キャッシュ商品における ISDA のスプレッド調整の利用を

支持8 

 LIBOR からの円滑かつタイムリーな移行に関するステート

メント9 

・7/6 日、「LIBOR 移行問題に関する G20 への進捗報告書：最近の

動向、監督上の問題及び次のステップ」10を公表。 

日本銀行 HP へ

の資料掲載等 

・市中協議関連資料や会合資料の掲載を通じて、検討委員会の検

討状況に関する発信を継続。 

                                                  
1 https://www.boj.or.jp/announcements/release_2021/data/rel210519a.pdf 
2 https://www.boj.or.jp/announcements/press/koen_2021/ko210608a.htm/ 
3 https://www.fsa.go.jp/policy/libor/symposium20210805.pdf 
4 https://www.isda.org/a/TzDgE/Consultation-on-GBP-and-USD-ISR-Fallbacks-Final.pdf 
5 https://www.isda.org/a/N0MgE/ISDA-Announces-Results-for-ICE-Swap-Rate-Fallbacks-

Consultation.pdf 
6 https://www.boj.or.jp/announcements/release_2021/rel210604d.htm/ 
7 https://www.fsb.org/wp-content/uploads/P020621-2.pdf 
8 https://www.fsb.org/wp-content/uploads/P020621-3.pdf 
9 https://www.fsb.org/wp-content/uploads/P020621-4.pdf 
10 https://www.fsb.org/wp-content/uploads/P060721.pdf 
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２．今後の対外情報発信 

○ 検討委員会では、本年 11 月を目途に、本邦におけるタフレガシーへの対応に関

する市中協議の取りまとめ結果を公表する予定となっている。 

○ 検討委員会としても、引き続き、金利指標改革の進捗状況を点検のうえ、国際的

な動向等を踏まえつつ、必要に応じて情報発信を行っていきたいと考えている。 

以 上 


